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【手続補正書】
【提出日】令和1年12月26日(2019.12.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のエリアを含む対象領域内で所定の事象が発生したことを場所別に表す事象発生過
去データから、当該事象の発生の際に対処するための人員またはリソースの配置を算出す
る事象発生対応システムであって、
　前記複数のエリアの各々について、前記事象発生過去データから、当該エリア内であっ
て予め設定された監視対象の場所以外の場所における前記事象の発生数を示すデータを、
当該エリアに係る前記事象の発生数を示すデータとして抽出する第１抽出部と、
　前記複数のエリアの各々について前記第１抽出部により抽出された前記データが示す、
当該複数のエリアの各々に係る前記事象の発生数と、当該複数のエリアの各々に係る位置
情報とに基づいて、前記事象の発生の際に対処するための人員またはリソースの配置を算
出する配置算出部と
　を備える事象発生対応システム。
【請求項２】
　前記配置算出部は、前記複数のエリアの各々について前記第１抽出部により抽出された
データが示す、当該複数のエリアの各々に係る前記事象の発生数について、当該複数のエ
リアの各々に係る位置情報を用いて、前記事象の発生の際に対処するための人員またはリ
ソースの配置として、前記事象の発生場所の重心位置を算出する、請求項１に記載の事象
発生対応システム。
【請求項３】
　前記監視対象の場所の各々について、前記事象発生過去データから、当該場所における
前記事象の発生数を示すデータを抽出する第２抽出部を、さらに備え、
　前記配置算出部は、前記監視対象の場所の各々について前記第２抽出部により抽出され
たデータが示す、当該監視対象の場所の各々における前記事象の発生数と、当該監視対象
の場所の各々の位置情報と、前記複数のエリアの各々について前記第１抽出部により抽出
されたデータが示す、当該複数のエリアの各々に係る前記事象の発生数と、当該複数のエ
リアの各々に係る位置情報とに基づいて、前記事象の発生の際に対処するための人員また
はリソースの配置を算出する、請求項１に記載の事象発生対応システム。
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【請求項４】
　前記配置算出部は、前記監視対象の場所の各々について前記第２抽出部により抽出され
たデータが示す、当該監視対象の場所の各々における前記事象の発生数について、当該監
視対象の場所の各々の位置情報を用い、前記複数のエリアの各々について前記第１抽出部
により抽出されたデータが示す、当該複数のエリアの各々に係る前記事象の発生数につい
て、当該複数のエリアの各々に係る位置情報を用いて、前記事象の発生の際に対処するた
めの人員またはリソースの配置として、前記事象の発生場所の重心位置を算出する、請求
項３に記載の事象発生対応システム。
【請求項５】
　前記第１抽出部は、前記監視対象の場所の各々について、当該場所における前記事象の
発生数を示すデータとして、前記事象発生過去データから、所定の日時条件下での、当該
場所における前記事象の発生数を示すデータを抽出し、
　前記配置算出部は、
　　前記監視対象の場所の各々について、前記第１抽出部によって抽出されたデータが示
す当該場所における前記事象の発生数に、当該場所に対応付けられている外部条件におけ
る、前記所定の日時条件の際からの変化を反映させ、当該場所における前記事象の発生数
の予測値を算出する外部条件反映部と、
　　前記監視対象の場所の各々について算出された、当該場所における前記事象の発生数
の予測値と、当該監視対象の場所の各々の位置情報とに基づいて、前記人員またはリソー
スの配置を算出する算出部とを備える、請求項３又は４に記載の事象発生対応システム。
【請求項６】
　前記第１抽出部は、前記複数のエリアの各々について、当該エリアに係る前記事象の発
生数を示すデータとして、前記事象発生過去データから、所定の日時条件下での、当該エ
リア内であって前記監視対象の場所以外の場所における前記事象の発生数を示すデータを
、前記事象の発生に影響する外部条件が異なる場所ごとに抽出し、
　前記配置算出部は、
　　前記複数のエリアの各々について、前記第１抽出部によって抽出されたデータが示す
、事象の発生に影響する外部条件が異なる場所ごとに抽出された当該エリアに係る前記事
象の発生数に、前記場所ごとに対応付けられている外部条件における、前記所定の日時条
件の際からの変化を反映させ、当該エリアに係る前記事象の発生数の予測値を、前記事象
の発生に影響する外部条件が異なる場所ごとに算出する外部条件反映部と、
　　前記複数のエリアの各々について前記事象の発生に影響する外部条件が異なる場所ご
とに算出された、当該エリアに係る前記事象の発生数の予測値と、当該複数のエリアの各
々に係る位置情報とに基づいて、前記人員またはリソースの配置を算出する算出部とを備
える、請求項３乃至５のいずれかに記載の事象発生対応システム。
【請求項７】
　前記予め設定された監視対象の場所は、病院、老人ホーム、学校、および運動場の少な
くとも１つを含む、請求項３乃至６のいずれかに記載の事象発生対応システム。
【請求項８】
　前記外部条件は、気象状況、病気の流行状況、および年齢階層別人口分布の少なくとも
１つを含む、請求項５又は６に記載の事象発生対応システム。
【請求項９】
　ハードウェアプロセッサおよびメモリを備える装置が実行する、複数のエリアを含む対
象領域内で所定の事象が発生したことを場所別に表す事象発生過去データから、当該事象
の発生の際に対処するための人員またはリソースの配置を算出する事象発生対応方法であ
って、
　前記複数のエリアの各々について、前記事象発生過去データから、当該エリア内であっ
て予め設定された監視対象の場所以外の場所における前記事象の発生数を示すデータを、
当該エリアに係る前記事象の発生数を示すデータとして抽出する第１抽出過程と、
　前記複数のエリアの各々について前記第１抽出過程により抽出されたデータが示す、当
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該複数のエリアの各々に係る前記事象の発生数と、当該複数のエリアの各々に係る位置情
報とに基づいて、前記事象の発生の際に対処するための人員またはリソースの配置を算出
する配置算出過程と
　を備える事象発生対応方法。
【請求項１０】
　予め設定された監視対象の場所の各々について、前記事象発生過去データから、当該場
所における前記事象の発生数を示すデータを抽出する第２抽出過程を、さらに備え、
　前記配置算出過程は、前記監視対象の場所の各々について前記第２抽出過程により抽出
されたデータが示す、当該監視対象の場所の各々における前記事象の発生数と、当該監視
対象の場所の各々の位置情報と、前記複数のエリアの各々について前記第１抽出過程によ
り抽出されたデータが示す、当該複数のエリアの各々に係る前記事象の発生数と、当該複
数のエリアの各々に係る位置情報とに基づいて、前記事象の発生の際に対処するための人
員またはリソースの配置を算出する、請求項９に記載の事象発生対応方法。
【請求項１１】
　請求項１乃至８のいずれかに記載の事象発生対応システムが備える各部としてハードウ
ェアプロセッサを機能させるプログラム。
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